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超漢字V　クイックリファレンス

実身と仮身（p.18、p.37）

●実身 : データの本体です。Windows のファイ・

　　　　ルにあたります。

●仮身 : 実身を指すものです。Windows のアイ・

　　　　コンやショートカットにあたります。

初期ウィンドウ（p.18）

最初に開くウィンドウです。机のマークが付いてい

ます。

ウィンドウ（p.18）

ウィンドウの中身が実身です。アプリケーションの種

類によって左上隅にあるピクトグラムが変わります。

メニュー（p.25）

マウスを右クリックして表示します。操作を指示します。

パネル（p.17）

ユーザへの確認や問い合わせが必要なときに現れま

す。パネル表示中は、ほかのウィンドウの操作はでき

ません。

カーソル（p.105）

文字を入力する位置を示します。

選択枠（p.82）

ちらつき枠ともいいます。何かを選択している状態を

示します。

ポインタ（p.23）

操作の状況によって形が変わります。

1 用語集
超漢字Vの用語集です。
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2 マウスの操作

クリック（p.24）

クリックは、左ボタンを押してすぐ離

す操作です。Windows の左クリック

と同じ操作です。普通に左ボタンを押

す感覚で押せば、クリックになります。

超漢字では、画面上に表示されている何かを選択したり、
パネル上のスイッチを押したりする操作に使います。

ドラッグ（p.24）

ドラッグは、左ボタンを押したままマウスを移動し、

目的の位置まできたら、左ボタンを離す操作です。

Windowsのドラッグと同じ操作です。

超漢字では、画面上に表示されている何かを移動する
操作に使います。

ダブルクリック（p.24）

ダブルクリックは、左ボタンをすばや

く 2 回続けてクリックする操作です。

Windows のダブルクリックと同じ操作

です。

超漢字では、ウィンドウを開いたり閉じたりする操作
に使います。

スクロールマウスおよび3ボタンマウス

の場合は、中央のボタンを単にクリックし

てもかまいません。

右クリック（p.24）

右クリックは、右ボタンを押してすぐ離す

操作です。Windows の右クリックと同じ

操作です。

超漢字では、メニューを表示したり、表示したメニュー
を消したりするときに使います。

クリックドラッグ（p.24）

クリックドラッグは、クリックしてすぐにドラッグを

始める操作です。Windowsでは使われない操作です。

超漢字では、実身複製（ 7  実身と仮身参照）の操作に
使います。

スクロールマウスおよび 3ボタンマウスの場合は、

中央のボタンを単にドラッグしてもかまいません。

複写ドラッグ（p.24）

複写ドラッグは、ドラッグを終えるときに、右ボタン

を押したままで左ボタンを離す操作です。Windows

では使われない操作です。

超漢字Vでは、画面上に表示されている何かを複写（コ
ピー）する操作に使います。

ボタンが3つあるマウスの使い方

3 ボタンマウスを使用すると、中央のボタンをクリッ
クするだけでダブルクリックしたり、中央のボタンをド
ラッグするだけでクリックドラッグしたりできます。
ホイールマウス（スクロールマウス）では、ホイールを
回転させて、ウィンドウ内をスクロールできます。ホイー
ルをクリックすると、3ボタンマウスと同じように使う
ことができます。
（Windows 用のマウスのドライバ設定によっては、超
漢字Vで 3つボタンマウスの中央ボタンをクリックし
ても、ダブルクリックにならない場合があります。）

補　足

超漢字Vのマウス操作は、Windowsと同じ操作に加え、超漢字独自のマウス操作があります。

マウスの動きや反応の速度は、ユーザ環境設定で調整できます。（p.64）
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アプリケーションを使うための新しい仮身は、原紙集

めから取り出します。

［小物］メニューから［原紙集め］を選ぶと、原紙の

仮身が並んだウィンドウが開きます。

原紙を選んでほかのウィンドウにドラッグすると、新

しい実身とそれを指す新しい仮身ができます。

その仮身をダブルクリックすると、アプリケーション

のウィンドウが開きます。

原紙集めにある原紙をダブルクリックすると、初期ウィン
ドウに仮身が作成され、ただちにウィンドウが開きます。

キャビネット《仮身一覧》（p.10）

仮身を保管したり整理したりできます。Windows の

フォルダにあたります。

原稿用紙《基本文章編集》（p.104）

文章を作成するためのワープロソフトです。多漢字を

使った文章を入力し、印刷することができます。

仮身や図形を埋め込むこともできます。

画用紙《基本図形編集》（p.104）

図形や画像を作成し、印刷することができます。

仮身や文字を埋め込むこともできます。

ブラウザ用紙《基本ブラウザ》（p.116）

インターネット上のウェブサイトを閲覧できます。

基本ブラウザに表示されている文章や図形を、そのま

ま基本文章編集や基本図形編集のウィンドウにドラッ

グして利用できます。

基本ブラウザはフリーソフトです。

フレームには対応していません。

メール管理・メール箱・メール用紙

《超漢字メール》（p.119）

インターネットに接続して、メールを送受信したり、

メールを読み書きしたりできます。

計算用紙《基本表計算》（p.139）

表計算のソフトです。表を作成したり、計算式に従っ

て自動的に計算させることができます。

セルの中に多漢字を含む文字列を入力したり、仮身を

置いたりできます。

カード用紙《マイクロカード》（p.126）

カード型データベースソフトです。

カードの中に多漢字を含む文字列を入力したり、仮身

を置いたりできます。

空書庫《書庫管理》（p.174）

超漢字上のデータを圧縮したり解凍したりできます。

書庫管理はフリーソフトです。

5 アプリケーション（原紙）
アプリケーションは、仮身をダブルクリックして起動します。
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6 小物

ユーザ環境設定（p.64）

文字の入力方式や、マウスの操作性、表示の設定など

を調節できます。

システム環境設定（p.68）

超漢字Vに接続されている機器の設定や、画面の設

定を行います。また、アプリケーションや書体の登録

や削除も行います。

取扱説明書（p.58）

超漢字Vの機能を解説した電子マニュアルです。目

次と索引から調べたい項目を探すことができます。

仮身をダブルクリックして関連する項目を次々にたど

ることができます。

文字検索（p.89）

超漢字 V に収録されているすべての文字の中か・

ら、目的の文字を探し出し、その文字の情報を閲覧で

きます。

郵便番号辞書（p.131）

多漢字を使った郵便番号辞書です。

住所から郵便番号を検索できます。逆に、郵便番号か

ら住所を検索できます。

世界文字入力（p.161）

通常のかな漢字変換では入力できない文字を入力する

ための小物です。その言語に対応したキー操作に切り

替えて使うことができます。

トレー（p.14）

データを移動したり複写したりするときの一時的な格

納場所です。

この中には、文章、図形、仮身など、どんなデータで

も複数格納できます。また、Windows との文章（文

字列）の交換ができます。

ユーザ辞書（p.100）

かな漢字変換に使うユーザ辞書を管理する小物です。

複数のユーザ辞書を切り替えて利用できます。多漢字

を使った人名や地名など、超漢字に収録されているあ

らゆる文字を使った単語を登録できます。

共有フォルダ参照（p.49）

Windows の共有フォルダにファイルを保存したり、

Windowsとファイルを交換したりできます。

小物は、さまざまな機能の集まりです。［小物］メニューから簡単に起動できます。
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7 実身と仮身（p.37）

実身は、作成したデータそのものを表します。

仮身は、実身を指すものです。実身の名前やピクトグ

ラムなどを表示します。Windows のアイコンにあた

ります。

仮身は、いくつでも、どこにでも置けます。

超漢字の特長は・・・

仮身複写

仮身を複写ドラッグすると、仮身だけを複写します。

実身は複製されません。

Windows のショートカットのように、どちらの仮

身を開いても、常に同じ実身がウィンドウに表示さ

れます。

超漢字の特長は・・・

実身複製

仮身をクリックドラッグすると、まったく同じ内容の

新しい実身を作成します。

Windows のファイルのコピーのように、それぞれの

仮身からは、別々の実身を開くことになります。片方

を変更しても、他方は元のままです。

超漢字の特長は・・・

超漢字の特長は・・・

応用方法

❶	仮身を基本図形編集で整理しています。

❷	よく使う仮身を初期ウィンドウに複写ドラッグし

ておくと、初期ウィンドウからも「研修会資料」

のウィンドウからも、同じ内容を開けます。

❸	仮身の色や大きさを自由に変更できます。

❹	開いた仮身を使って、仮身の中に実身の内容を表

示させておくことができます。

❶

❷

❸

❹








	はじめに
	動作条件
	取扱説明書について
	本書で用いる記号について

	目次
	超漢字V基本操作編
	1.アプリケーション全解説
	1.1　アプリケーションの分類
	1.2　原紙タイプのアプリケーション
	1.2.1　キャビネット《仮身一覧》
	1.2.2　原稿用紙《基本文章編集》
	1.2.3　画用紙《基本図形編集》
	1.2.4　ブラウザ用紙《基本ブラウザ》
	1.2.5　メール管理・メール箱・メール用紙《超漢字メール》
	1.2.6　計算用紙《基本表計算》
	1.2.7　カード用紙《マイクロカード》
	1.2.8　空書庫《書庫管理》
	1.2.9　スクリプト用紙《マイクロスクリプト》
	1.2.10　手帳用紙《電子手帳》
	1.2.11　原紙箱《原紙一覧》
	1.2.12　小物箱《小物一覧》
	1.2.13　通信記録箱《基本通信》
	1.2.14　プログラミング言語T開発環境《プログラミング言語T》

	1.3　小物
	1.3.1　ユーザ環境設定
	1.3.2　システム環境設定
	1.3.3　ネットワーク設定
	1.3.4　取扱説明書
	1.3.5　文字検索
	1.3.6　郵便番号辞書
	1.3.7　世界文字入力
	1.3.8　電卓
	1.3.9　時計
	1.3.10　トレー
	1.3.11　ユーザ辞書
	1.3.12　画面印刷
	1.3.13　原紙集め
	1.3.14　バックアップ
	1.3.15　ファイル変換
	1.3.16　共有フォルダ参照
	1.3.17　ねこ


	2.超漢字Vをはじめよう
	2.1　超漢字Vを起動する
	2.2　超漢字Vを終了する
	2.2.1　初期ウィンドウを終了する
	2.2.2　ウィンドウの状態を保持したまま終了する

	2.3　画面に見えるもの
	2.3.1　超漢字Vの画面
	2.3.2　VMware Playerの画面

	2.4　アプリケーションを起動する
	2.4.1　原紙をドラッグして取り出す
	2.4.2　原紙をダブルクリックして取り出す

	2.5　小物を起動する
	2.5.1　小物メニューから起動する
	2.5.2　小物箱から起動する


	3.マウス操作
	3.1　ポインタ
	3.1.1　ポインタの名称
	3.1.2　ホットポイント

	3.2　マウスの操作

	4.メニュー操作
	4.1　メニューの表示
	4.2　メニューの項目を選ぶ
	4.3　ONマークがついているメニュー項目
	4.4　キーボードを使ってメニューを選ぶ

	5.ウィンドウ操作
	5.1　ウィンドウを開く
	5.2　ウィンドウを閉じる
	5.3　ウィンドウの内容を保存して閉じる
	5.4　ウィンドウを構成するもの
	5.5　ウィンドウの基本操作
	5.5.1　ウィンドウをいちばん前に出す
	5.5.2　ウィンドウを移動する
	5.5.3　ウィンドウの大きさを変える
	5.5.4　ウィンドウを全画面表示にする

	5.6　ウィンドウのスクロール操作
	5.6.1　ジャンプスクロール
	5.6.2　スムーススクロール
	5.6.3　エリアスクロール


	6.キーボード操作
	6.1　主なキーの名前
	6.2　文字入力の基本操作
	6.2.1　ひらがなを入力する
	6.2.2　カタカナを入力する
	6.2.3　英数字を入力する

	6.3　漢字を入力する
	6.3.1　かなを漢字に変換する
	6.3.2　文節の句切りを変更する
	6.3.3　変換対象の文節を移動する
	6.3.4　変換候補を選ぶ
	6.3.5　変換を取り消す


	7.実身・仮身の基礎
	7.1　実身・仮身とは
	7.1.1　実身と仮身があらわすもの
	7.1.2　仮身はいくつでも、どこにでも作れる
	7.1.3　実身は仮身を使って操作する
	7.1.4　Windowsと比べてみると

	7.2　実身を作る
	7.3　仮身に関わる操作
	7.3.1　仮身の複写
	7.3.2　仮身の長さを変える
	7.3.3　仮身を移動する
	7.3.4　仮身を削除する

	7.4　実身に関わる操作
	7.4.1　実身複製
	7.4.2　元の実身へ保存する
	7.4.3　新しい実身へ保存する
	7.4.4　実身名を変更する


	8.Windowsとの連携機能
	8.1　Windowsとの間で文字列を切り貼りする
	8.1.1　文字列の切り貼りに関する設定
	8.1.2　超漢字VからWindowsへ切り貼りする
	8.1.3　Windowsから超漢字Vへ切り貼りする

	8.2　共有フォルダ参照
	8.2.1　共有フォルダをネットワークで共有する
	8.2.2　超漢字VのファイルをWindowsの共有フォルダに格納する
	8.2.3　Windowsの共有フォルダのファイルを超漢字Vに取り込む

	8.3　Windowsとユーザ登録辞書を交換する
	8.3.1　超漢字Vのユーザ辞書の登録単語をWindowsに設定する
	8.3.2　Windowsのユーザ辞書の登録単語を超漢字Vに設定する

	8.4　Windowsに接続されたプリンタで印刷する
	8.4.1　超漢字Vサービス
	8.4.2　印刷設定


	9.取扱説明書で調べよう
	9.1　超漢字Vの取扱説明書を使う
	9.1.1　取扱説明書小物の起動
	9.1.2　取扱説明書小物の終了
	9.1.3　目次から調べる
	9.1.4　索引から調べる
	9.1.5　履歴を呼び出す

	9.2　Windowsの取扱説明書を使う
	9.2.1　ヘルプ形式
	9.2.2　PDF形式
	9.2.3　HTML形式



	超漢字V設定編
	1.ユーザ環境設定
	1.1　ユーザ環境設定を起動する
	1.2　かな漢字変換の入力方式を指定する
	1.3　かな漢字変換設定
	1.3.1　かな漢字変換のキー割り当て
	1.3.2　ローマ字とかなの対応

	1.4　キー操作

	2.システム環境設定
	2.1　システム環境設定を起動する
	2.2　画面サイズを変更する
	2.2.1　画面サイズ／色数を変更する
	2.2.2　超漢字Vを全画面で表示する

	2.3　周辺機器を使う
	2.3.1　キーボードの設定
	2.3.2　USBフラッシュメモリを使う
	2.3.3　フロッピーディスクを使う
	2.3.4　CD-ROMを使う
	2.3.5　電源管理
	2.3.6　新機能に関する設定

	2.4　プリンタの設定
	2.5　画面の設定
	2.6　書体
	2.7　バージョン

	3.ネットワーク設定
	3.1　VMware Playerの設定
	3.2　超漢字のネットワーク設定
	3.3　Windowsホストアドレスの確認

	4.超漢字Vのシステムを復旧する
	4.1　システムCDを使って復旧する


	超漢字V応用編
	1.覚えておきたい編集操作
	1.1　基本的な考え方
	1.2　選択する
	1.2.1　クリックによる選択
	1.2.2　ドラッグによる選択
	1.2.3　選択対象を変更する
	1.2.4　選択を解除する

	1.3　移動する／複写する
	1.3.1　移動する
	1.3.2　複写する
	1.3.3　移動／複写の方向を拘束する
	1.3.4　移動／複写中にスクロールする
	1.3.5　ほかのウィンドウへ移動／複写する

	1.4　変形する
	1.4.1　大きさを変える
	1.4.2　大きさを変える方向を拘束する

	1.5　削除する

	2.文字検索を使おう
	2.1　文字検索を使い始める
	2.1.1　文字検索を起動する
	2.1.2　文字検索のウィンドウの大きさを変える
	2.1.3　文字一覧の表示サイズを変える

	2.2　コード一覧から探す
	2.3　漢字を探す
	2.3.1　基本的な検索
	2.3.2　画数を指定して検索する

	2.4　漢字検索を使いこなそう
	2.4.1　マイナス検索
	2.4.2　かけ算検索
	2.4.3　カタカナや記号を使った検索
	2.4.4　検索条件の絞り込み

	2.5　記号を探す
	2.5.1　基本的な検索
	2.5.2　構成部品による検索

	2.6　文字の情報を見る
	2.6.1　検索した文字の情報を見る
	2.6.2　異体字や関連字の情報を見る
	2.6.3　ほかのウィンドウの文字の情報を見る

	2.7　探し出した文字を利用する
	2.7.1　ほかのアプリケーションに複写する
	2.7.2　ユーザ辞書に登録する
	2.7.3　原稿用紙に保存する

	2.8　文章に含まれる文字種を調べる
	2.9　区点入力パネルを使う

	3.案内状を作ろう
	3.1　案内文を作成する
	3.1.1　原稿用紙を用意する
	3.1.2　原稿用紙をウィンドウに開く
	3.1.3　表示モードを選ぶ
	3.1.4　案内文を入力する

	3.2　案内文を整形する
	3.2.1　文字の大きさを変える
	3.2.2　文字の位置を変える
	3.2.3　書体を変える
	3.2.4　編集した内容を確認する

	3.3　案内文を保存する
	3.3.1　ウィンドウを閉じる
	3.3.2　実身の名前を変更する
	3.3.3　仮身の長さを変える

	3.4　地図を描く準備をする
	3.4.1　画用紙を用意する
	3.4.2　画用紙をウィンドウに開く
	3.4.3　基本図形編集の道具パネル
	3.4.4　格子点を表示する

	3.5　地図を作成する
	3.5.1　道の太さを決める
	3.5.2　道を描く
	3.5.3　建物やバス停を描く
	3.5.4　建物やバス停の色を変更する
	3.5.5　道や建物の名前を書く
	3.5.6　地図のウィンドウを閉じる

	3.6　案内文に地図を取り込む
	3.6.1　案内文に地図を複写ドラッグする
	3.6.2　地図の位置を調整する
	3.6.3　保存する


	4.ホームページを見よう
	4.1　ホームページを閲覧する
	4.1.1　ブラウザ用紙を用意する
	4.1.2　ブラウザを起動する
	4.1.3　URLを直接入力する
	4.1.4　リンクをたどる

	4.2　ブックマークを登録する
	4.3　ユーザ設定
	4.3.1　画面の色や文字の大きさを変える
	4.3.2　書体を変える

	4.4　基本ブラウザを閉じる

	5.超漢字メールを使おう
	5.1　メールを使おう
	5.1.1　超漢字メールを用意する
	5.1.2　メール管理の通信設定
	5.1.3　メール管理の個人設定

	5.2　メールを送信する
	5.2.1　メール管理を開く
	5.2.2　メール用紙を取り出す
	5.2.3　メールを書く
	5.2.4　メールを送信する

	5.3　メールを受信する
	5.4　受信したメールを読む
	5.5　メールを返信する
	5.6　メールを転送する
	5.7　ファイルを添付する
	5.7.1　ファイルを添付してメールを送信する
	5.7.2　受信したメールの添付ファイルを読む


	6.はがきを印刷しよう
	6.1　住所録を作成する
	6.1.1　カード用紙を用意する
	6.1.2　カードを起動する
	6.1.3　カードを設計する

	6.2　住所録を入力する
	6.2.1　データを入力する
	6.2.2　多漢字を使った住所録の作成
	6.2.3　カードを追加する
	6.2.4　カードをめくる

	6.3　はがきのレイアウトを決める
	6.3.1　レイアウト図形実身を用意する
	6.3.2　レイアウト図形実身を設定する

	6.4　レイアウト内容を入力する
	6.4.1　差出人の情報を入力する
	6.4.2　宛先の情報を入力する

	6.5　はがきを印刷する
	6.5.1　作成したレイアウトをカードに設定する
	6.5.2　印刷設定を選ぶ
	6.5.3　印刷する


	7.小遣い帳を作ろう
	7.1　記録シートを作る
	7.1.1　計算用紙を用意する
	7.1.2　基本表計算の画面
	7.1.3　セルの座標と範囲

	7.2　記録シートを設定する
	7.2.1　記録シートの大きさを決める
	7.2.2　罫線を引く
	7.2.3　日付の表記を設定する
	7.2.4　金額の表記を設定する
	7.2.5　タイトルを固定する

	7.3　記録シートに値を入力する
	7.3.1　列のタイトルを入力する
	7.3.2　セルに値を入力する

	7.4　計算式を入力する
	7.4.1　計算式を考える
	7.4.2　計算式を入力する
	7.4.3　計算式を一度に入力する
	7.4.4　入力した値を削除する

	7.5　小遣い帳を作る
	7.5.1　原稿用紙を用意する
	7.5.2　小遣い帳の雛型を作成する

	7.6　文章の中に記録シートを貼り込む
	7.6.1　小遣い帳の原紙に記録シートを複写する
	7.6.2　開いた仮身を表示する
	7.6.3　仮身の表示を変える

	7.7　小遣い帳を利用する
	7.7.1　原紙箱を作成する
	7.7.2　原紙箱に登録する
	7.7.3　小遣い帳に記入する


	8.マイクロスクリプトにチャレンジ
	8.1　マイクロスクリプトとは?
	8.1.1　台本
	8.1.2　役者・舞台
	8.1.3　裏方
	8.1.4　まとめ

	8.2　プログラムの下準備
	8.2.1　スクリプト用紙を用意する
	8.2.2　スクリプト（台本）を用意する
	8.2.3　スクリプト（台本）を起動する

	8.3　ウィンドウに猫の絵を表示する
	8.3.1　役者を用意する
	8.3.2　台本を作る
	8.3.3　プログラムを実行する

	8.4　ウィンドウの中で猫の絵を移動する
	8.4.1　座標位置を指定する
	8.4.2　猫の絵を移動する
	8.4.3　猫の絵を絶対座標を使って移動する
	8.4.4　待ち時間を指定する

	8.5　マイクロスクリプトのまとめ

	9.世界文字入力を使おう
	9.1　世界文字入力を起動する
	9.2　修飾記号付きアルファベットを入力する
	9.2.1　フランス語を入力する
	9.2.2　スペイン語を入力する
	9.2.3　ドイツ語を入力する

	9.3　中国語を入力する
	9.4　韓国語を入力する


	超漢字V解説編
	1.多漢字を使おう
	1.1　使える漢字と使えない漢字
	1.2　超漢字での多漢字
	1.3　使える文字の種類

	2.超漢字シリーズからのデータ移行方法
	2.1　操作の手順
	2.2　バックアップ小物の使い方
	2.2（A）　バックアップファイルの保存
	2.2（B）　バックアップファイルの復帰

	2.3　ファイル変換
	2.3（A）　ファイルの出力（超漢字シリーズの操作）
	2.3（B）　ファイルの入力（超漢字Vの操作）

	2.4　設定ファイルの保存
	1.ユーザ辞書
	2.4.1（A）データの保存（超漢字シリーズの操作）
	2.4.1（B）　登録（超漢字Vの操作）

	2.キー割り当て定義ファイル
	2.4.2（A）　データの保存（超漢字シリーズの操作）
	2.4.2（B）　登録（超漢字Vの操作）

	3.ローマ字とかなの対応の定義ファイル
	2.4.3（A）　データの保存（超漢字シリーズの操作）
	2.4.3（B）　登録（超漢字Vの操作）

	4.キー配列変更定義ファイル
	2.4.4（A）　データの保存（超漢字シリーズの操作）
	2.4.4（B）　登録（超漢字Vの操作）



	3.かな漢字変換
	3.1　かな漢字変換を使った記号入力
	3.2　ローマ字変換表
	3.2.1　BTRON-nn方式／BTRON-n方式
	3.2.2　VJE方式
	3.2.3　Windows方式



	索　引
	補足見出し一覧
	超漢字V　クイックリファレンス
	1　用語集
	2　マウスの操作
	3　キーボードの操作
	4　変換方法
	5　アプリケーション（原紙）
	6　小物
	7　実身と仮身（p.37）
	8　困ったときは
	ユーザサポート


